


応
援
＆
i
血
宅
介
眼

。
一
人
で
徊
麟
脂
翻
r
ず
相
談
を

　

市
の
高
齢
化
率
（
人
□
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
割
合
）
は
、
二
∇

二
％
（
平
成
九
年
四
月
一
日
現
在
）
で
、
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
心

身
と
も
に
健
康
で
長
生
き
で
き
る
な
ら
幸
せ
で
す
が
、
高
齢
化
が
進
め
ば
、
必

然
的
に
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
症
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
し
、
市
で

は
在
宅
福
祉
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

在
宅
で
大
き
い
家
族
の
負
担

　

日
本
の
福
祉
で
は
、
ノ
ー
了
フ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
正
常
化
）
と
い

う
考
え
方
が
、
中
心
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
年
寄
り
も
若
者
も
、
障

害
の
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人

も
、
皆
が
同
じ
社
会
で
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
自
然
で
あ
る
、
と

い
う
考
え
方
で
す
。
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
も
、
普
段
生
活
し
て
き

た
家
庭
に
い
る
こ
と
が
理
想
で

す
。

　

し
か
し
在
宅
介
護
は
、
家
族
の

負
担
が
大
き
い
の
が
現
状
で
す
。

い
ま
だ
「
家
」
中
心
の
考
え
方
が

残
り
、
負
担
が
女
性
に
偏
り
が
ち

で
す
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、

入
浴
・
食
事
の
介
助
か
ら
お
む
つ

交
換
・
買
い
物
・
掃
除
・
洗
濯
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
手
助
け
を
し
、
家

族
の
負
担
を
減
ら
し
ま
す
。

要
望
の
多
い
入
浴
サ
ー
ビ
ス

　

自
宅
で
寝
た
き
り
老
人
を
介
護

し
て
い
る
家
族
か
ら
、
お
年
寄
り

を
ふ
ろ
に
入
れ
て
あ
げ
た
い
と
い

う
要
望
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
次
の

よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
の
介
護
に
よ
る
入
浴

　

寝
た
き
り
老
人
が
自
宅
で
入
浴

で
き
な
い
理
由
は
、
介
護
者
だ
け

で
は
困
難
な
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

市
で
は
ヘ
ル
パ
ー
二
人
を
派
遣

し
、
入
浴
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

利
用
料
金
は
、
所
得
に
よ
り
一

時
間
最
高
九
百
二
十
円
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
入
浴

　

自
宅
の
ふ
ろ
が
狭
い
と
か
、
寝

た
き
り
老
人
の
身
体
の
状
態
で
入

浴
で
き
な
い
場
合
は
、
市
内
に
二

ヵ
所
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
一
日
お
預
か
り
し
、
入
浴
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
利
用
料
金
は

一
日
八
百
円
掛
か
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
セ
ン
タ
ー
ヘ
リ
フ
ト

車
で
送
迎
し
ま
す
の
で
、
お
年
寄

り
の
身
体
の
状
態
が
送
迎
に
耐
え

ら
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

訪
問
入
浴
車
に
よ
る
入
浴

　

自
宅
で
の
入
浴
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
の
入
浴
が
で
き
な

い
お
年
寄
り
は
、
訪
問
入
浴
車
が

自
宅
へ
伺
い
、
入
浴
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
利
用
料
は
一
回
八
百
円

掛
か
り
ま
す
。
市
内
に
は
、
二
台

の
入
浴
車
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付
も

　

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

市
で
は
ほ
か
に
も
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
特
殊
ベ
ッ

ド
、
車
い
す
な
ど
の
日
常
生
活
用

具
を
給
付
し
た
り
、
お
貸
し
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
が
病
気
や
旅
行
、

仕
事
な
ど
で
自
宅
で
介
護
で
き
な

い
場
合
に
、
施
設
で
短
期
間
お
年

寄
り
を
お
預
か
り
す
る
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

二
ヵ
所
あ
る
支
援
セ
ン
タ
ー

　

在
宅
で
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う

症
の
お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る

人
は
、
心
身
共
に
負
担
が
掛
か
り

ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
介
護
に
関
す
る
相
談
は
、
市

役
所
の
福
祉
課
で
受
け
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
相
談
の
窓
口
と

し
て
、
市
内
に
二
ヵ
所
の
「
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
に
は
二
名
の
職
員

が
配
置
さ
れ
、
二
十
四
時
間
体
制

で
介
護
の
相
談
に
当
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
年
寄
り
に
適
切
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

サ
ー
ビ
ス
の
申
請
代
行
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
市
の
中
学
校
区

で
二
つ
に
分
け
る
形
で
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
陽
明
・
尚
徳
中
学
校

区
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

一
乗
ハ
イ
ツ
（
容
6
5
・
5
7
1

9
）
、
開
成
・
上
庄
中
学
校
区
は
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
聖
和
園

（
豊
6
6
・
1
8
7
4
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
考
え
込
ま
な
い
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
4
）
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ホームヘルパーが寝たきりやひとり暮らし

のお年寄りがいる家庭のお手伝いをしている

ことはよく知られています。しかし、具体的

にはどのような仕事をしているのでしょう

か。密着取材しました。

午
前
8
時
5
5
分
一
日
の
行
動
を

　

確
認
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

午
前
9
時
出
発
。
通
常
は
二
人

　

一
組
で
介
護
に
当
た
る
。
近
く

　

へ
は
、
自
転
車
で
も
出
動
。

午
前
9
時
1
0
分
最
初
の
家
庭

　

へ
。
天
気
が
良
い
の
で
近
く
を

　

散
歩
。
久
し
ぶ
り
の
外
出
で
、

　

’
つ
れ
し
そ
y
つ
。

午
前
1
0
時
1
5
分
家
族
も
手
伝
っ

　

て
、
自
宅
で
入
浴
。
転
ん
だ
り

　

し
な
い
よ
う
、
気
を
使
う
。

午
後
1
時
午
後
の
部
へ
出
発
。

　

こ
ち
ら
の
家
庭
で
も
、
近
所
を

　

散
歩
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
も
大
事
だ

　

が
、
相
手
の
気
持
ち
で
話
題
づ

　

く
り
。
ぞ
刀
変
、
入
谷
。

午
後
2
時
3
0
分
午
後
2
番
目
の

　

家
庭
。
高
齢
の
ひ
と
り
暮
ら
し

　

な
の
で
、
夕
食
の
準
備
を
手
伝
う
。

午
後
3
時
2
0
分
夕
食
の
準
備
が

　

終
わ
っ
て
、
話
し
相
手
に
。
こ

　

う
し
た
会
話
も
、
悩
み
や
健
康

　

状
態
を
知
る
う
え
で
重
要
な
仕

　

事
の
一
つ
。
午
後
4
時
、
帰
庁
。

午
後
7
時
今
日
は
、
夜
間
訪
問

　

の
日
。
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

　

が
い
る
家
庭
で
の
介
護
。
お
む

　

つ
を
替
え
て
、
体
を
ふ
く
。

午
後
7
時
2
5
分
優
し
く
髪
を
と

　

か
し
て
三
つ
編
み
に
。
ヘ
ル
パ

　

ー
の
「
き
れ
い
な
髪
で
す
ね
」

　

の
ご
言
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

　

に
っ
こ
り
。

午
後
7
時
4
0
分
食
事
。
寝
た
き

　

り
の
た
め
、
ゆ
っ
く
り
と
話
し

　

か
け
な
が
ら
。
午
後
9
時
、
一

　

日
の
業
務
が
終
了
。

゛一口

iメモ。j

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
寝
た
き

り
老
人
や
介
護
が
必
要
な
痴
ほ
う

性
老
人
な
ど
、
身
体
や
精
神
の
障

害
が
あ
っ
て
日
常
生
活
が
不
自
由

な
家
庭
に
対
し
、
健
全
で
安
ら
か

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
援
助
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
実

施
の
主
体
は
、
市
町
村
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
、
昭
和
三

十
一
年
に
、
上
田
市
や
諏
訪
市
な

ど
長
野
県
の
十
三
市
町
村
に
よ
り

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
「
家
庭

養
護
婦
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
野
市
の
常
勤
ヘ
ル
パ
ー
は
昨

年
よ
り
二
人
増
え
、
現
在
十
三
人

で
男
性
は
一
人
で
す
。
全
員
嘱
託

で
、
勤
務
体
制
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
で
す
。
二
十
四
時

間
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
要
請
が

あ
れ
ば
、
夜
間
の
介
護
に
も
出
か

け
ま
す
。

n‘護に

求められる

男性の要素

市ホームヘルパー

高橋亮治

　

家庭内では、女性が介護を任

されがちです。しかし、実際に

は入浴や着替えなどで力の要る

ことが多いのです。介護は、精

神面でも体力面でも重労働なの

です。ヘルパーの中でも、かな

りの人が腰を痛めています。家

庭内では、男性も介護について

よく理解し、より協力する必要

があると言えるのではないでし

ょうか。ヘルパーにも男性の進

出が求められています。
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6
月
1
6
日
義
景
保
育
園
内
に
開
設

育
児
ス
ト
レ
ス
や
悩
み
の
解
消
に

　

社
会
環
境
が
変
わ
る
中
、
子
育
て
も
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
新
た
に
生
ま
れ
る
子
育
て
に
つ
い

て
の
悩
み
や
育
児
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
場
、
友
だ

ち
づ
く
り
の
場
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

義
景
保
育
園
内
に
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
専
任
の
職
員
を
配
置

　

近
年
の
少
子
化
・
核
家
族
化
な

ど
で
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
実
践

的
な
方
法
や
知
識
が
、
若
い
保
護

者
に
受
け
継
が
れ
に
く
く
な
っ
て

い
ま
す
。
育
児
書
に
頼
り
す
ぎ
て
、

育
児
不
安
に
陥
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

そ
ん
な
悩
み
を
持
つ
保
護
者
か
ら

の
相
談
に
応
じ
た
り
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
り
す
る
、
支
援
専
任
の
職

員
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
持
つ
子
育
て
専
門
の

機
能
と
併
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

保
護
者
の
保
育
参
加
も

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
親
同
士
、
子
供
同
士
が

楽
し
み
な
が
ら
交
流
が
で
き
る
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

　

子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
や
各

保
育
園
へ
の
参
加
交
流
、
保
護
者

の
保
育
参
加
、
サ
ー
ク
ル
活
動
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
保
育
に
理
解
が

あ
り
地
域
活
動
が
で
き
る
人
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
育
成
し
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
具
体
的
な
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば

（
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
）

　

子
育
て
の
知
恵
が
い
っ
ぱ
い
の

サ
ロ
ン
で
す
。
仲
間
同
士
の
お
し

ゃ
べ
り
で
、
悩
み
の
解
消
、
情
報

交
換
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
毎

週
月
曜
日
と
木
曜
日
の
、
午
前
九

時
か
ら
十
一
時
ま
で
開
き
ま
す
。

ほ
の
ぼ
の
ひ
ろ
ば
（
育
児
参
加
）

　

保
護
者
が
子
供
と
一
緒
に
で
き

る
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
毎
月
第
一
木
曜
日
で
、
義
景

保
育
園
以
外
で
も
行
い
ま
す
。

育
児
講
座

　

年
五
回
程
度
、
子
育
て
に
つ
い

て
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

電
話
相
談
（
豊
6
5
・
7
1
8
8
）

　

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
電

話
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

育
児
相
談
（
面
談
）

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら

十
一
時
に
開
設
し
、
専
門
の
職
員

が
相
談
に
当
た
り
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
だ
よ
り
発
行
（
広
報
紙
）

　

年
六
回
程
度
、
子
育
て
の
情
報

や
活
動
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
六
月
十
六
日
午
前
九
時

か
ら
開
所
式
を
行
い
ま
す
。
詳
し

い
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
福
祉

課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

1
内
線
4
7
5
）
、
ま
た
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・

7
1
8
8
）
ま
で
。

四
月
よ
り
保
育
料
を
改
定

　

前
年
比
『
‐
‐
・
7
5
％
ア
ッ
プ

　

市
は
、
四
月
十
五
日
に
開
か
れ

た
市
保
育
料
徴
収
基
準
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
き
、
保
育
料
を
平
均

丁
七
五
％
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
は
、
国
の
保
育
料

徴
収
基
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
伴
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
各
所
得
階
層
の
保
育
料
が
、

国
の
基
準
総
額
の
七
一
・
六
％
に

な
り
、
前
年
の
市
の
保
育
料
に
比

較
し
て
I
・
七
五
％
ア
ッ
プ
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
保
育
料
は
、
二
十
四
の

所
得
階
層
で
算
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
所
得
税
額
間
の
差
額
が
一
定

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
年
度

か
ら
十
九
階
層
に
減
ら
し
、
さ
ら

に
適
正
化
を
図
り
ま
し
た
。

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

　

同
じ
世
帯
で
二
人
以
上
入
所
し

て
い
る
世
帯
に
は
、
今
ま
で
ど
お

り
保
育
料
の
高
い
方
を
半
額
ま
た

は
無
料
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
三
子
以
降
で
三
歳
未
満
児
の
保

育
料
を
十
分
の
一
に
軽
減
し
て
い

ま
す
（
た
だ
し
所
得
税
7
2
万
円
以

上
の
世
帯
は
除
く
）
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
福
祉
課
児

童
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

線
4
7
5
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。



日
曜
・
祝
日
▼
年
始
の
夜
も
診
療

7
月
6
日
⑥
か
ら
ス
タ
ー
ト

市
休
日
急
患
診
療
所

　

市
で
は
、
市
民
の
医
療
不
安
を

少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
七
月

か
ら
日
曜
日
と
祝
日
（
振
り
替
え

休
日
を
含
む
）
、
一
月
二
日
・
三

日
の
午
後
九
時
ま
で
、
休
日
急
患

診
療
所
を
開
き
ま
す
。

　

診
療
の
体
制
は
、
土
曜
日
の
夜

間
と
同
じ
く
内
科
担
当
医
一
人
、

外
科
担
当
医
一
人
、
看
護
婦
（
士
）

二
人
、
放
射
線
技
師
一
人
、
医
療

事
務
一
人
で
当
た
り
ま
す
。

　

休
日
急
患
診
療
所
の
診
療
時
間

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

土
曜
日
午
後
1
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　

午
後
6
時
～
午
後
9
時

　

※
土
曜
の
午
後
9
時
～
翌
午
前

　

8
時
ま
で
は
待
機
時
間
で
、
急

　

患
患
者
を
診
察
（
土
曜
日
が
祝

　

日
の
場
合
を
除
く
）
。
受
診
す

　

る
場
合
は
、
電
話
を
し
て
か
ら
。

日
曜
日
・
祝
日
・
一
月
二
日
・
三
日

　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
1
時
～
午
後
9
時

　

受
診
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
保

険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

休
日
急
患
診
療
所
の
診
療
時
間

は
、
こ
の
「
広
報
お
お
の
」
に
折

り
込
ん
で
あ
る
、
市
民
カ
レ
ン
ダ

ー
に
も
載
つ
て
い
ま
す
の
で
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
市
休

日
急
患
診
療
所
（
容
6
5
・
7
3
3

3
）
ま
で
。

看
護
婦
（
士
）
と
医
療
事
務
の

　
　

パ
ー
ト
職
員
を
募
集

　

市
休
日
急
患
診
療
所
で
は
、
パ

ー
ト
勤
務
の
看
護
婦
（
士
）
と
医

療
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
履
歴
書
持
参

の
う
え
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
？
看
護
婦
（
士
）
＝

　

看
護
婦
（
士
）
ま
た
は
准
看
護

　

婦
（
士
）
の
資
格
を
持
つ
昭
和

　

2
2
年
7
月
1
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
人
？
医
療
事
務
員
＝
医
療
事

　

務
の
資
格
を
持
つ
昭
和
2
2
年
7

　

月
1
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
員
▼
看
護
婦
（
士
）
＝

　

2
人
？
医
療
事
務
員
＝
I
人

勤
務
条
件
7
月
6
日
以
降
の
日

　

曜
・
祝
日
と
、
1
月
2
日
3
日

　

の
午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

　

勤
務

賃
金
？
看
護
婦
（
士
）
＝
1
日

　

8
0
0
0
円
▼
医
療
事
務
員
＝

　

1
日
7
5
0
0
円

締
め
切
り
6
月
1
3
口
②

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
市
保
健

　

セ
ン
タ
ー
（
篠
座
1
1
7
－
6

　

－
I
豊
6
5
・
7
3
3
3
）
ま
で

孚ごこ？F！i，vぷニ⊇4・μじ＝，

　

城
下
町
の
風
情
が
残
る

街
並
み
を
、
ゆ
っ
く
り
歩

い
て
味
わ
っ
て
も
ら
う

「
ま
ち
な
か
観
光
」
の
大

型
の
観
光
案
内
板
と
散
策

誘
導
看
板
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。
事
業
費

は
約
千
二
百
万
円
で
す
。

　

市
営
亀
山
駐
車
場
に
設

け
ら
れ
た
観
光
看
板
は
、

高
さ
が
約
四
回
、
幅
は
約

五
回
の
大
き
な
も
の
。
切

り
絵
で
市
街
地
の
見
ど
こ

ろ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

散
策
誘
導
看
板
は
、
ア

ル
ミ
製
で
城
下
町
に
ふ
さ

わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

亀
山
駐
車
場
周
辺
の
八
ヵ
所
に
設

置
し
ま
し
た
。
併
せ
て
亀
山
駐
車

場
へ
車
を
導
く
案
内
板
も
、
九
力

所
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
F
M
電
波
を
利
用
し

受
信
機
で
観
光
案
内
が
聞
け
る
ガ

イ
ド
シ
ス
テ
ム
や
、
観
光
情
報
の

検
索
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
い
く

予
定
で
す
。

奥越更痘第遥息を発刊

　

市教育委員会と市文化財保護委員会は、このほど「奥

越史料第26号」を発刊しました。今回は、郷土史・民

俗・自然と幅広い内容になっています。1冊1，200

円で、郷土歴史館で販売しています。

内容▼大野市から移出した文化財？大野の引札？明治

　

から大正への大野・勝山のキリスト布教運動について

　

▼山間で栄えた手工業？スズメバチの話▼資料・福井

　

県大野町時代の大坂屋、良休社文書・大野私立済生病

　

院・廣田憲寛先生自筆文書

城壁風の誘導板



魅
力
禰
る
≫
i
n
n
く
り
の
中
核
に

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

上
庄
公
民
館

の
建
物
が
完
成

地
域
の
活
性
化
に

　

昨
年
の
九
月
か
ら
稲
郷
で
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
大
野
市
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
上
庄
公

民
館
」
の
建
物
部
分
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
地
域
の
活
性
化

の
き
つ
か
け
を
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
魅

力
あ
る
む
ら
づ
く
り
の
中
核
の
場

と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
は
、
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ

ー
、
上
庄
保
育
園
の
間
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て

で
、
建
物
の
面
積
は
延
べ
千
十
七

平
方
ロ
で
す
。
総
工
事
費
は
、
約

二
億
三
千
万
円
に
な
り
ま
す
。

上
庄
公
民
館
事
務
所
が
移
転

　

一
階
に
は
、
五
十
四
畳
の
和
室

の
研
修
室
や
農
事
相
談
室
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
調
理
実
習
室

の
隣
に
は
、
み
そ
加
工
施
設
も
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

玄
関
に
は
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
、

障
害
者
用
ト
イ
レ
も
設
け
ら
れ
る

な
ど
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
人
の

使
用
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

二
階
に
は
、
小
会
議
室
と
約
百

五
十
人
が
収
容
で
き
る
大
会
議
室

が
あ
り
ま
す
。
大
会
議
室
は
、
仕

切
り
を
す
る
こ
と
で
、
大
小
の
二

部
屋
に
分
け
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
完
成
に
伴
い
上

庄
公
民
館
の
事
務
所
が
五
月
一
日

に
移
転
し
ま
し
た
。
公
民
館
の
電

話
番
号
や
フ
ァ
ク
ス
番
号
に
、
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
体
は
8
月
ご
ろ
完
成

　

セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
の
建
物
は

完
成
し
て
い
ま
す
が
、
駐
車
場
や

排
水
溝
な
ど
の
外
構
工
事
が
一
部

完
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

全
体
の
完
成
は
八
月
ご
ろ
を
予

定
し
て
お
り
、
終
了
後
完
成
式
を

行
い
ま
す
。

　

正面から見たセンター（写真上）と明るく

開放的なロビー（写真左）

広々とした大会議室

2階

平面図

1階
平面図



エキサイティング

スポーツ

情X報

・
子
供
・
親
子
水
泳
教
室

【
初
級
】

対
象
泳
げ
な
い
小
学
生
男
女

日
時
7
月
6
日
⑧
～
9
月
7
日

　

⑧
の
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時

　

3
0
分
～
H
時
3
0
分

定
員
3
0
人

保
険
料
4
0
0
円

【
親
子
】

対
象
5
歳
以
上
の
子
供
と
親

期
間
初
級
教
室
と
同
じ

定
員
2
0
組

保
険
料
1
7
0
0
円

【
中
級
】

対
象
多
少
泳
げ
る
小
学
生
男
女

日
時
7
月
3
日
④
～
8
月
2
8
日

　

④
の
毎
週
木
曜
日
と
9
月
7
日

　

⑧
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

定
員
3
0
人

保
険
料
4
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
7

　

月
1
日
両
ま
で
に
海
洋
セ
ン
タ

－
（
容
6
4
●
1
3
1
1
）
ま
で

・
夏
の
杓
子
岳
登
山

日
時
7
月
1
3
日
⑥
午
前
7
時

集
合
場
所
六
呂
師
ハ
イ
ラ
ン
ド

　

ホ
テ
ル
前

対
象
健
康
な
人
（
小
学
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
）

定
員
5
0
人

参
加
料
5
0
0
円

締
め
切
り
7
月
3
日
④

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
阪

　

谷
公
民
館
（
豊
6
7
・
1
1
1
1
）

　

ま
で

・
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時
6
月
2
6
日
④
を
除
く
6
月

　

1
2
日
④
～
7
月
1
7
日
④
の
毎
週

　

木
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

場
所
大
野
有
終
会
館

対
象
初
心
者

定
員
1
5
人

参
加
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
嶋

　

田
喜
雄
さ
ん
（
豊
6
6
・
4
7
7

　

8
）
ま
で

●
市
総
体
夏
季
大
会

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
▼
6
月
8
日

午
前
8
時
3
0
分
▼
市
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
▼
6
月
8

日
午
前
8
時
3
0
分
▼
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
【
卓
球
】
▼
6
月
8
日
午
前

8
時
3
0
分
▼
開
成
中
学
校
「
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
」
▼
6
月
8
日
午
前
8

時
3
0
分
▼
有
終
西
小
学
校
【
相
撲
】

▼
6
月
8
日
午
前
9
時
▼
エ
キ
サ

イ
ト
広
場
「
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
」

▼
6
月
8
日
午
前
9
時
▼
有
終
南

小
学
校
【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
】
▼

6
月
1
5
日
午
前
8
時
3
0
分
▼
有
終

会
館
【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
▼
6
月

1
5
日
午
前
8
時
▼
市
営
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
【
陸
上
】
▼
6
月
2
9
日
午

前
9
時
▼
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

●
少
年
剣
道
教
室

日
時
毎
週
月
曜
日
午
後
5
時
～

　

6
時

場
所
大
野
警
察
署
武
道
場

対
象
小
学
生

会
費
月
1
5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
警
察
署
北
部
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

　

少
年
団
事
務
局
（
豊
6
6
・
3
9

　

0
0
）
ま
で

●
N
O
S
A
‐

　

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会

日
時
7
月
2
0
日
⑧
午
後
1
時

場
所
勝
山
市
北
陸
製
薬
グ
ラ
ウ

　

ン
ド

参
加
資
格
高
校
生
を
除
く
1
8
歳

　

以
上
、
I
チ
～
ム
女
子
2
人
以

　

上
を
含
む
5
人
以
上
で

参
加
費
I
チ
ー
ム
2
0
0
0
円

申
し
込
み
方
法
チ
ー
ム
名
、
代

　

表
者
の
住
所
と
全
員
の
氏
名
・

　

年
齢
・
性
別
を
明
記
し
、
は
が

　

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
6
月
3
0

　

日
⑧
ま
で
に
〒
9
1
1
勝
山
市

　

片
瀬
町
I
－
4
0
2
N
O
S
A

　

I
奥
越
（
豊
8
8
・
2
7
0
0
フ

　

ァ
ク
ス
8
8
・
2
1
5
8
）
ま
で

施設｀

スポット

斑 麻那姫湖青少年旅行村

　　　

（中島地区）

　

中
島
地
区
に
あ
る
麻
那
姫
湖
青

少
年
旅
行
村
（
秋
の
里
）
は
、
平

成
四
年
度
に
、
野
外
活
動
施
設
を

中
心
に
再
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
十
九
言
の
敷
地
に
、
芝
生
広

場
・
多
目
的
広
場
●
バ
ン
ガ
ロ
ー

八
棟
こ
7
ン
ト
サ
イ
ト
二
十
基
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
炉
十
五
基
・
炊
事

舎
三
棟
・
避
難
棟
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
夜
間
の
安
全
の
た
め
に
照
明

灯
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

周
辺
は
真
名
川
の
峡
谷
美
や
ダ

ム
湖
（
麻
那
姫
湖
）
の
景
観
に
優

れ
て
お
り
、
国
道
1
5
7
号
に
沿

っ
て
市
街
地
の
方
へ
少
し
足
を
伸

ば
せ
ば
、
麻
那
姫
像
の
建
つ
「
春

の
里
」
や
湖
を
一
望
で
き
る
「
夏

の
里
」
も
あ
り
、
季
節
の
変
化
に

富
ん
だ
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高

ま
り
や
学
校
の
週
五
日
制
の
導
入

で
、
旅
行
村
に
は
、
自
然
に
親
し

み
野
外
活
動
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ

や
家
族
連
れ
な
ど
が
多
く
訪
れ
て

い
ま
す
。
特
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
や
夏
休
み
期
間
中
に
は
、
県

内
外
か
ら
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
の

散
策
な
ど
、
自
然
を
満
喫
し
よ
う

と
す
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
野
外
活
動
に
最

適
な
季
節
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
家
族
や
仲
の
良
い
グ
ル
ー
プ

ま
た
友
達
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

営
業
時
間
4
月
～
H
月
の
午
前

　

9
時
～
午
後
4
時
（
た
だ
し
、

　

退
村
は
2
4
時
間
可
能
）

休
村
期
間
1
2
月
～
3
月

利
用
料
金
▼
入
村
料
5
0
0
円

　

（
普
通
車
）
▼
テ
ン
ト
サ
イ
ト

　

5
0
0
円
▼
バ
ン
ガ
ロ
ー
ー
5

　

0
0
円
（
I
泊
）
▼
バ
ー
ペ
キ

　

ュ
ー
炉
1
0
0
0
円

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
森
林
組
合
（
豊
6
5
・
0
0

　

0
5
）
ま
で
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食生活の習慣

考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

自
分
の
食
事

　

日
ご
ろ
、
自
分
が
食
べ
て
い
る
食
事
の
内
容
や
味
付
け

に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ほ
と
ん
ど
の
人

が
、
特
別
変
わ
っ
た
物
を
食
べ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
昨
年
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
基
に
、
食
生
活
の
習
慣
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
よ
う
。

普
通
の
食
事
と

　

思
つ
て
い
ま
せ
ん
か

　

私
た
ち
は
日
ご
ろ
、
自
分
の
食

事
の
内
容
や
味
付
け
な
ど
、
特
別

他
人
と
変
わ
っ
た
物
を
食
べ
て
い

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
普
通

の
食
事
を
、
普
通
の
量
だ
け
食
べ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
た
ま
た
ま
他
人
と
一

緒
に
食
事
を
作
る
機
会
が
あ
っ
た

り
、
食
事
材
料
の
買
物
中
に
隣
の

人
の
か
ご
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
た

り
し
て
、
ふ
と
「
あ
れ
？
」
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
自

分
の
家
の
味
付
け
と
ち
ょ
っ
と
違

う
」
「
あ
ん
な
物
を
い
っ
ぱ
い
買

っ
て
い
る
」
そ
ん
な
経
験
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

表
示
を
よ
く
見
て

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
の

夏
に
「
食
事
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
食
べ

物
を
買
う
と
き
、
原
材
料
や
製
造

年
月
日
・
添
加
物
な
ど
の
表
示
を

見
て
買
う
人
は
、
三
人
の
う
ち
一

人
く
ら
い
で
、
三
十
一
％
で
し
た
。

だ
し
は
天
然
の
物
で

　

ま
た
、
だ
し
を
取
る
と
き
に
化

学
調
味
料
を
い
つ
も
使
用
す
る
人

は
、
六
十
二
％
も
い
ま
し
た
。
高

血
圧
や
が
ん
の
予
防
の
た
め
に
、

料
理
に
は
天
然
の
だ
し
を
使
用
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

糖
分
は
控
え
め
に

　

缶
コ
ー
ヒ
ー
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

は
、
若
い
人
が
よ
く
飲
む
傾
向
に

あ
り
、
毎
日
飲
む
人
は
二
十
二
％

も
い
ま
し
た
。
飲
み
過
ぎ
は
、
肥

満
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
高
血
圧

な
ど
の
病
気
を
誘
発
す
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
み
り
ん

が
糖
分
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

人
は
以
外
に
多
く
、
二
十
二
％
で

し
た
。
糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
も

使
い
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

’
つ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
「
健
康
を
意
識

し
て
食
事
し
て
い
る
人
」
と
「
そ

う
で
な
い
人
」
と
に
分
け
て
み
る

と
、
意
識
し
て
食
事
を
し
て
い
る

人
が
、
客
観
的
に
み
て
良
い
食
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
少
し
の
気
遣

い
が
、
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

あ
な
た
の
食
生
活
を
、
一
度
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

再
投
与
の
お
勧
め

　

昨
年
、
厚
生
省
の
調
査
で
、
昭

和
五
十
年
か
ら
五
十
二
年
に
生
ま

れ
た
人
は
、
幼
児
期
に
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
免
疫
抗
体
の
保

有
率
が
、
他
の
年
齢
の
人
に
比
べ

て
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
こ
れ
ら
の
人
が
、
ポ

リ
オ
ウ
イ
ル
ス
の
常
在
国
に
渡
航

す
る
と
き
や
、
子
供
が
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
る
と
き
に

は
、
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投

与
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

な
お
、
こ
れ
は
任
意
で
す
の
で

自
費
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
の
「
予
防
接
種

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

a
0
4
5
・
6
7
1
・
1
8
5
（
x
）

皆さんの傭，嚇：づ0，啼彿列几，ます・俣傭センター（豊65・733v3）



暮
ら
し
の

ア
万
会
r
吠
ご
イ
ス

知っておきたい

家庭での梅干し作りのこつ

注意したい有害物質の溶け出しと
かびの発生

　

梅
干
し
を
漬
け
る
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は

減
塩
食
品
が
好
ま
れ
る
た
め
に
、
昔
な
が
ら
の
塩
や
シ
ソ

を
使
つ
た
手
作
り
の
梅
干
し
は
、
珍
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
「
調
味
梅
干
し
」
と
書
か
れ
た

も
の
を
よ
く
見
掛
け
ま
す
が
、
今
回
は
、
調
味
梅
干
し
と

家
庭
で
の
梅
干
し
の
漬
け
方
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

調
味
梅
干
し
と
は

　

梅
漬
け
、
梅
干
し
に
つ
い
て
は

日
本
農
林
規
格
（
J
A
S
）
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
準
じ
て

表
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
J
A
S

で
は
、
梅
を
塩
や
梅
酢
な
ど
で
漬

け
込
ん
だ
も
の
を
「
梅
漬
け
」
、

そ
し
て
梅
漬
け
を
干
し
た
も
の
を

「
梅
干
し
」
ま
た
、
梅
漬
け
や
梅

干
し
に
調
味
料
や
昆
布
・
か
つ
お

節
な
ど
を
加
え
た
も
の
を
「
調
味

梅
漬
け
」
「
調
味
梅
干
し
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
味
梅
干
し
を
テ
ス
ト
し
た
結

果
を
み
る
と
、
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
や

天
然
甘
味
料
の
ス
テ
ビ
オ
サ
イ
ド

が
使
わ
れ
て
い
た
り
、
原
材
料
の

表
示
に
も
塩
、
シ
ソ
・
糖
液
・
ア

ミ
ノ
酸
系
調
味
料
と
書
か
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
調

味
梅
干
し
は
保
存
性
が
劣
る
た
め
、

要
冷
蔵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

酸
で
溶
け
出
す
有
害
物

梅
干
し
を
家
庭
で
作
る
と
き
、

シ
ソ
を
入
れ
た
あ
と
に
軽
い
重
し

と
皿
を
利
用
す
る
人
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
皿
に
絵
が
人
つ
た
物
を

使
用
し
た
と
き
に
、
梅
干
し
の
酸

で
絵
が
溶
け
て
し
ま
つ
た
と
い
う

話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
絵
皿
の

顔
料
と
し
て
、
人
体
に
有
害
な
鉛

や
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
使
わ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
ま

し
よ
う
。
同
様
に
、
生
け
花
の
剣

山
や
ア
ル
ミ
皿
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
、

ア
ル
ミ
鍋
が
溶
け
た
と
い
う
例
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
梅
雨
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
か
び
が
は
え
て
困
つ
た

と
い
う
相
談
も
多
く
あ
り
ま
す
。

梅
干
し
は
保
存
食
品
で
す
が
、
塩

分
濃
度
が
低
く
な
る
と
か
び
が
発

生
し
や
く
な
り
ま
す
。
普
通
は
梅

の
重
量
の
二
十
％
の
食
塩
を
使
用

し
ま
す
が
、
十
五
％
以
下
に
す
る

場
合
は
、
焼
酎
や
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
で
梅
や
容
器
・
重
石
を
消
毒
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
上
手
に

作
っ
て
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し
よ

’
つ
。

消費者カレッジ公開講座受講生募集

　

消費者として知っておきたい知識や、今話

題の身近な問題について、次の講座を開催し

ます。受講は無料です。（計6回）

日時 テ一マ

7月7日2
午後7時

アメリカと日本の消費生活の
違いについて

7月17日2
午後7時

遺伝子組み換えの食品につい

て

7月25日②
午後7時

簡易テスト（油の酸化着色
料など）

8月4日⑥
午後7時

脂肪は敵か味方か？

8月20日2
午後7時

エコクッキング野菜くずを

使って
9月1日2

午後7時
ストップ・ザ・悪質商法

・場所有終会館

・募集人員30人

・締め切り6月20日（蚕）

・申し込み先市役所生活環境課

　　　　　　　

a66・1111内線464

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ豊66・1111内線464 （果ふ；）
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一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　

「ワラビ見つけた」

　　

OASIS協会春の自然を楽しむ会

＜るー・39登場 有終南サッカー
スポーツ少年団

強
く
な
る
よ
り
、
楽
し
む
こ
と
を

　

有
終
南
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
有
終
南
小
学
校
児
童
を

対
象
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
十
一

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
の
団
員
は
二
年
生
か
ら
六

年
生
ま
で
三
十
二
人
。
練
習
は
毎

週
火
・
木
・
土
曜
日
に
、
天
気
の

良
い
日
に
は
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
雨
や
雪
の
日
に
は
体
育
館

や
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
行
っ
て
い

ま
す
。
火
・
木
曜
日
に
は
体
力
づ

く
り
と
基
礎
練
習
を
、
土
曜
日
に

は
試
合
の
た
め
の
戦
略
練
習
な
ど

を
主
に
行
い
ま
す
。

　

コ
ー
チ
の
山
田
継
芳
さ
ん
（
若

杉
町
）
は
、
「
練
習
で
は
、
サ
ッ

カ
ー
が
強
く
な
る
よ
り
も
楽
し
み

な
が
ら
技
術
を
覚
え
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
、
強
く
な
る
こ

と
が
一
番
う
れ
し
い
よ
う
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

団
の
過
去
の
成
績
で
、
一
番
思

い
出
深
い
も
の
は
、
創
立
五
年
目

で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
で

す
。
残
念
な
が
ら
決
勝
の
リ
ー
グ

戦
へ
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

団
の
誰
も
が
誇
り
と
し
て

思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

五
月
三
～
四
日
に
姉
妹
都

市
の
古
河
市
で
開
か
れ
た

大
会
に
は
、
大
野
の
選
抜

チ
ー
ム
へ
団
か
ら
四
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

ナ
イ
タ
ー
照
明
が
保
護
者

会
に
よ
っ
て
再
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
練
習
は
授
業
が

終
わ
っ
て
か
ら
行
わ
れ
る

た
め
、
今
ま
で
は
す
ぐ
に

暗
く
な
っ
て
し
ま
い
、
十

分
に
練
習
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
照
明
に
よ
り

夜
八
時
位
ま
で
安
心
し
て

ボ
ー
ル
を
追
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
団
と
保
護
者
会
で

は
、
毎
年
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ス
キ

ー
大
会
を
開
催
し
て
い
て
、
学
年

を
越
え
た
子
供
た
ち
の
交
流
だ
け

で
な
く
、
親
同
士
の
交
流
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

フックトーク

たいt

『
お
や
じ
オ
ロ
オ
ロ

　
　
　

子
は
ス
ク
ス
ク
』

　

六
月
の
第
三
日
曜
日
「
父
の
日
」

に
ち
な
ん
で
、
『
お
や
じ
オ
ロ
オ

ロ
子
は
ス
ク
ス
ク
』
を
紹
介
し
ま

す
。

　

著
者
の
梅
田
俊
作
さ
ん
は
絵
本

作
家
で
す
。
子
供
の
気
持
ち
を
第

一
に
考
え
て
い
る
作
品
は
、
読
む

人
の
心
を
暖
か
く
し
、
子
供
時
代

の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
’

そ
ん
な
梅
田
さ
ん
の
子
育
て
エ
ッ

セ
イ
で
す
。

　

梅
田
さ
ん
は
三
人
の
子
の
お
父

さ
ん
で
す
。
こ
の
本
は
、
長
男
の

太
郎
君
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

太
郎
君
が
小
学
校
六
年
生
の
あ

る
日
、
友
達
三
人
と
放
置
自
転
車

を
持
ち
帰
り
修
理
し
て
、
仲
間
に

譲
っ
た
り
、
乗
り
回
し
た
り
す
る

事
件
を
起
こ
し
ま
し
た
。
三
人
の

子
供
と
そ
の
父
親
が
集
ま
っ
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今

度
の
事
件
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、

生
涯
の
糧
と
な
る
よ
う
な
道
を
探

そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
時
、
「
子
供
た
ち
の
力
を

信
じ
ま
し
よ
う
」
と
、
あ
る
お
父

さ
ん
が
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

言
葉
に
梅
田
さ
ん
も
心
を
打
た
れ
、

自
身
も
反
省
し
ま
す
。

　

既
に
梅
田
さ
ん
の
作
品
を
ご
存

じ
の
人
に
と
っ
て
は
、
『
が
ま
ん

だ
、
が
ま
ん
だ
う
ん
ち
っ
ち
』
『
学

校
や
す
ん
で
と
う
さ
ん
と
』
な
ど

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

梅
田
流
子
育
て
を
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
酋

　

6
5
・
5
5
0
0
）
ま
で

『おやじオロオロ

　　

子はスクスク』

梅田俊作著文渓堂



私宅，べ）ノ．｀ぐこ，そ

ご
み
の
分
別
収
集
方
法
を
わ
か
り
や
す
く

Ｓ

　

四
月
か
ら
ご
み
の

分
別
収
集
方
法
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
市

か
ら
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
だ
け
で

は
内
容
が
分
か
り
に
く
い
と
思
い

ま
す
。
地
区
ご
と
に
収
集
の
日
と

収
集
す
る
物
が
分
か
れ
て
い
る
の

に
、
全
部
ま
と
め
て
表
し
て
い
る

た
め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
古
紙
類
な
ど
は
種
類
ご

と
に
区
別
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、

ど
の
種
類
に
区
別
す
れ
ば
良
い
の

か
、
判
断
し
に
く
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

分
別
収
集
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
の
原
点
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

誰
も
が
分
か
り
や
す
く
実
行
で
き

る
よ
う
な
物
や
方
法
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
（
主
婦
・
匿
名
希
望
）

A

　

今
回
の
収
集
方
法

の
変
更
は
、
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

施
行
に
伴
う
も
の
で
、
空
き
缶
や

空
き
瓶
な
ど
有
用
な
資
源
を
回
収

・
処
理
し
、
再
利
用
す
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
要
請
の
あ
っ
た
行
政

区
な
ど
に
は
、
変
更
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
事
前
に
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
チ
ラ

シ
に
つ
い
て
は
全
戸
に
配
布
い
た

し
ま
し
た
が
、
市
内
全
域
の
も
の

を
市
街
地
と
村
部
の
二
枚
に
ま
と

め
た
た
め
に
、
か
え
っ
て
見
づ
ら

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

新
し
い
ご
み
の
分
別
方
法
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
ず
慣
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
各
区
の
区
長
や

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
を
通
じ
て
協

力
を
お
願
い
し
て
い
き
、
要
請
が

あ
れ
ば
説
明
に
も
出
向
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
紙
で
も
分
別
収
集
方

法
の
変
更
前
と
変
更
後
の
収
集
量

の
比
較
を
含
め
て
、
特
集
記
事
を

掲
載
す
る
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
生
活
環
境
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
岳
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
I
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

目
指
す
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー

山
田
浩
嗣
オ
（
X
～
門
）

　

山
田
さ
ん
は
、
創
立
三
十
周
年

を
迎
え
た
社
団
法
人
大
野
青
年
会

議
所
の
理
事
長
を
、
今
年
一
月
か

ら
務
め
て
い
ま
す
。
青
年
会
議
所

へ
は
十
四
年
前
に
加
入
し
、
そ
の

間
に
は
い
く
つ
か
の
役
員
も
経
験

し
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
常
に
将
来
を
創

造
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
今
を

果
敢
に
行
動
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
三
十
年
と
い
う
伝

統
の
中
で
、
先
人
の
心
を
忘
れ
ず
、

ま
た
先
人
を
追
う
だ
け
で
は
い
け

な
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
創
立
記
念
事
業
と
し
て
、

四
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
式
典

の
ほ
か
、
七
月
に
は
大
野
少
年
の

翼
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

「
青
年
会
議
所
は
、
郷
土
の
発

展
の
た
め
に
、
心
の
豊
か
な
青
少

年
の
育
成
や
、
大
野
の
美
し
い
自

然
と
伝
統
あ
る
文
化
を
残
し
て
い

こ
う
と
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

青
年
会
議
所
の
名
前
は
広
く
知
ら

れ
て
い
て
も
、
活
動
内
容
に
つ
い

て
ま
で
は
上
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

今
後
の
課
題
は
、
時
代
に
即
応
し

た
活
動
を
行
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り

運
動
に
関
わ
る
団
体
の
り
I
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば

る
こ
と
で
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

一
年
と
い
う
限
ら
れ
た
中
で
、

大
役
を
果
た
そ
う
と
い
う
熱
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

商業統計調査（卸売・小売業）

6月1日現在で実施

　

通商産業省では、6月1日現在で商業統計調査を実施します。調査は、全国の卸売・小売業を

営む事業所を対象とし、商業の実態を明らかにすることを目的としています。

　

調査員が調査表の配布・回収にお伺いしますので、ご協力をお願いします。

　

提出された調査表は、厳密に秘密が守られ、統計作成の目的以外には、一切使用されません。



降雪期の渋滞緩和に期待

国道158号バイパス開通

　

5月13日、国道158号の犬山から美山町

計石までのバイパスが開通しました。市と美

山町は新丁トンネルで結ばれ、今までの朝夕

の混雑や降雪期の大渋滞が緩和されそうで

す。開通したバイパスを美山町側から新丁ト

ンネルを抜け市側へ入ると、亀山にそびえ立

つ大野城が最初に視界に入ってきます。今後

は、大野～福井間の全線バイパス化の早期実

現が期待されます。

三国から海産物も

七間朝市山菜フードピア開催

　

5月17・18日の両日、七間通りで「七間朝

市山菜フードピア」が開かれました。今回は

重油流出事故の応援のお礼にと、三国町から

も朝市が出店し、新鮮な魚介類など海産物が

春の山菜と並べられ、にぎわいに花を添えま

した。今年は天候に恵まれたせいか、山菜は

どれも生育の良い物ばかりで、訪れた観光客

は春の気分を満喫していました。

坂道もス～イスイ
六呂師高原に電動自転車

　

4月29日から六呂師高原振興会では、電動

補助機能付き自転車の貸し出しを開始しまし

た。チャイルドシート付きのものや、子供用

のマウンテンバイクもそろえられており、高

原の坂道やでこぼこ道を家族で楽しめるよう

になりました。貸し出しは、従来の2人乗り

の自転車と合わせて、ハイランドホテルで受

け付けています。

話題回也場秘書広報課広報広聴係雲66一1111



粘賜拍は塵

情報公開の制度化に向けて

懇話会がスタート

　

4月25日、市は来年4月からの情報公開制

度化に向け、初の懇話会を開きました。懇話

会ではまず、各種団体の代表や市民から公募

された11人が委員として委嘱され、会長には、

北陸大学の茂呂宵教授、また副会長には、上

庄をよくするつどいの吉村吾一会長が選ばれ

ました。市では、4月から庁舎に行政資料室

を設け市民に解放したり、内部の文書管理規

程を定めたりして準備を進めてきています

が、懇話会では今後、公開する情報の内容や

方法について協議されます。

中据工業団地に初進出

永野家具工業の新工場落成

　

4月15日、中据工業団地に永野家具工業株

式会社の新しい社屋と工場が完成し、落成式

が行われました。永野家具工業は地元の家具

メーカーで、平成7年に中据工業団地の総面

積の約4分の1の6．600㎡を取得し、工場

の建設にあたってきました。新しい工場の完

成により、地元雇用の促進や、今後、新しい

企業の進出が期待されます。

老人医療の仕組みを寸劇で

瘤安聯－IIIりj4jl印吋俯幽

　

市では老人医療の仕組みや現状を楽しく学

んでもらおうと、初めて老人保健制度が適用

される人を対象に「お気楽講座」を今年度か

ら開催しています。これまで老人医療の適用

者には、窓口で受給者証と健康手帳を渡して

いただけでしたが、老人医療費の抑制に少し

でも役立てようと、市民課と保健センターが

企画。講座では、保健婦が受給者にふんして

寸劇を披露し、ユーモアたっぷりに説明しま

した。今後も、毎月の交付日に開く予定です。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

6月

●
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
　

県
政
広
聴
員
制
度

　

県
で
は
、
小
学
校
単
位
で
左
の

表
の
と
お
り
県
政
広
聴
員
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
身
近
な
ご
意
見
・

提
案
な
ど
な
ん
で
も
近
く
の
広
聴

員
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
県
広
報
課
県
民

　

相
談
室
（
容
0
7
7
6
・
2
1
・

1
1
1
1
内
線
9
0
O
0
0
C
M
・
（
＞
J

0
8
3
）
ま
で

平成9年度県政広聴員

校区 氏名 住所 電話

有終西 玄覚栄一 本町3－13 66・5639

有終南 川瀬勲 天神町2－21 66・4142

有終南 井尾のり子 日吉町21－7 66・3191

有終東 中山一代 有明町19－3 66・1217

有終束 清水英男 美川町10－12 66・3800

下庄 安川昭夫 陽明町4－408 65・3297

下庄 植村紀子 中核2－1406 66・3940

乾側 富田幸人 下丁17－35－1 65・4186

小山 印牧富佐子 篠座36－163 66・5096

上庄 神田英美 今井15－13 64・1104

富田・蕨生・森目山内春喜 土打72－13－1 66・4975

富田・蕨生・森目幅利雄 富嶋54－17 65・4109

阪谷・六呂師禅定智子 八町9－29 67・1525

●
屋
根
融
雪
装
置
の

　
　
　

設
置
に
補
助
金

　

市
で
は
雪
に
強
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る

個
人
住
宅
に
、
県
が
認
定
し
た
屋

根
融
雪
装
置
を
設
置
す
る
人
へ
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額
設
置
費
用
の
3
分
の

　

I
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
年
間
5
0
件

申
込
期
限
第
1
回
募
集
＝
6
月

　

2
0
日
②
ま
で
第
2
回
募
集
＝

　

8
月
下
旬
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

　

ま
で

●
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

日
時
6
月
8
日
面
午
後
1
時
～

場
所
有
終
会
館
ロ
ビ
ー

商
品
受
け
付
け
6
月
7
日
①
午

　

前
m
一
時
～
午
後
3
時
に
有
終
会

　

館
で
（
希
望
価
格
は
新
品
で
半

　

額
以
下
・
使
用
済
み
は
3
分
の

　

I
以
下
で
5
0
0
0
円
ま
で
・

　

衣
類
は
新
品
の
夏
物
の
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
容
6
6
・
I

　

I
I
I
内
線
4
6
4
）
ま
で

●
洋
裁
を
習
い
ま
せ
ん
か

日
時
6
月
1
2
日
④
～
H
月
2
0
日

　

④
の
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
～

　

3
時
3
0
分
（
計
2
3
回
）

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

定
員
1
2
人

受
講
料
1
0
0
0
円
（
1
ヵ
月

　

4
回
分
）

内
容
ブ
ラ
ウ
ス
、
ス
カ
ー
ト
、

　

パ
ン
ツ
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の

　

製
作

締
め
切
り
6
月
H
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6

8
4
0
）
ま
で

●
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
研
修

　
　
　
　

2
期
生
を
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
で
の
技
術
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

技
術
を
学
び
、
イ
ベ
ン
ト
の
創
作

活
動
に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
6
月
2
4
日
7
月
1
・
8
・

　

2
9
日
8
月
5
・
1
9
・
2
8
日
い
ず

　

れ
も
午
後
7
時
か
ら
、
8
月
3
1

　

日
午
前
9
時
か
ら
（
計
8
回
）

場
所
市
文
化
会
館

内
容
音
響
や
照
明
の
技
術
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
6
）

　

ま
で

●
筆
ペ
ン
講
座

日
時
7
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後

　

7
時
3
0
分
～
（
計
5
回
）

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
長
谷
川
忍
さ
ん

受
講
料
6
0
0
円

準
備
物
書
道
用
の
下
敷
き

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）
ま
で

交通
安全

聶
び

飲
酒
運
転
は
な
ぜ
怖
い

　
　

「
こ
の
程
度
の
量
な
ら
」
「
も

う
さ
め
た
か
ら
」
が
飲
酒
運
転

の
落
と
し
穴
で
す
。

　

酒
は
い
わ
ば
一
種
の
麻
酔
剤

で
あ
る
と
と
も
に
、
興
奮
剤
の

よ
う
な
働
き
を
し
ま
す
。
少
量

の
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
気
持

ち
が
ほ
ぐ
れ
、
気
分
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
酒
の
楽
し

さ
で
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
自

動
車
に
乗
る
と
き
は
ま
ず
こ
れ

が
く
せ
も
の
で
、
人
に
よ
っ
て

は
運
転
が
上
手
に
な
っ
た
よ
う

な
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
ま
す
。

　

実
は
こ
れ
は
、
抑
制
力
が
衰

え
、
怖
さ
や
恥
ず
か
し
さ
な
ど

を
忘
れ
始
め
て
い
る
証
拠
で
も

あ
る
の
で
す
。

　

酒
は
少
量
で
も
、
人
間
の
理

性
や
判
断
力
を
マ
ヒ
さ
せ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
事
故

が
起
き
れ
ば
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
。
罰
則
は
も
ち
ろ
ん
世
間
の

非
難
も
厳
し
く
、
家
族
や
周
り

の
人
た
ち
に
大
き
な
迷
惑
を
か

け
補
償
な
ど
で
経
済
的
に
も
苦

し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
悲
劇
性
を
十
分
認
識
し
、

酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
飲
む
な
ら
、
運
転
を

終
え
て
か
ら
心
置
き
な
く
、
味

わ
い
た
い
も
の
で
す
。



●INFORMATION

・
荒
島
岳
清
掃
登
山

　

6
月
の
環
境
月
間
に
ち
な
み
、

山
岳
会
・
市
民
挙
げ
て
の
清
掃
登

山
を
し
ま
す
。

主
催
大
野
親
岳
会
な
ど

日
時
6
月
1
5
日
2
午
前
7
時
3
0

　

分
集
合
～
午
後
4
時
3
0
分
下
山

　

（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所
勝
原
ロ
ッ
ジ
ギ
ン
レ

　

イ
駐
車
場
登
山
ボ
ッ
ク
ス
前

コ
ー
ス
し
ゃ
く
な
げ
平
～
山
頂

　

～
し
ゃ
く
な
げ
平
～
勝
原

参
加
料
1
0
0
円
（
保
険
料
）

締
め
切
り
6
月
1
0
日
収

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
容
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
2
）
ま
で

…
教
育
な
ん
で
も
相
談
は

　

a
6
6
・
7
7
1
7
番
へ

　

市
教
育
委
員
会
に
は
、
い
じ
め

や
不
登
校
な
ど
教
育
に
関
し
て
の

何
で
も
相
談
を
受
け
付
け
る
直
通

電
話
が
あ
り
ま
す
。
相
談
は
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
（
西
部
児
童
セ

ン
タ
ー
内
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

…
市
民
健
康
講
座

　

東
洋
医
学
交
流
事
業
と
し
て
中

国
か
ら
講
師
を
招
き
、
本
場
の
っ

ぽ
療
法
と
気
功
を
体
験
し
ま
す
。

主
催
大
野
市
・
県
日
中
友
好
協

　

会
・
県
針
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

日
時
6
月
2
5
日
2
午
前
9
時
3
0

　

分
～
正
午

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
柔
道
室

講
師
張
堅
華
氏
ほ
か
5
人

参
加
費
無
料

定
員
7
0
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
3
）
ま
で

・
ジ
ャ
ズ
バ
レ
エ
講
座

日
時
7
月
2
1
日
⑩
を
除
く
6
月

　

2
3
日
2
～
7
月
2
8
日
2
の
毎
週

　

月
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
8
時

　

3
0
分
（
計
5
回
）

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

受
講
料
1
0
0
0
円

定
員
2
0
人

準
備
運
動
し
や
す
い
服
装
と
靴

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・

　

7
2
2
1
）
ま
で

…
6
月
は
土
砂
防
止
月
間

　

土
砂
災
害
は
、
梅
雨
や
台
風
な

ど
の
豪
雨
に
よ
っ
て
発
生
し
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
を
破
壊
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報
に
注
意

し
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
非
常

持
ち
出
し
な
ど
を
決
め
、
危
な
い

と
き
は
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

…
年
金
額
を
増
や
せ
る

　
　
　

任
意
加
入
制
度

　

国
民
年
金
で
は
、
2
0
歳
か
ら
6
0

歳
に
な
る
ま
で
の
4
0
年
間
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
で
、
6
5
歳
か
ら
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
過
去
に
国
民
年
金
に

加
人
し
て
い
な
か
っ
た
人
や
、
保

険
料
を
納
め
な
か
っ
た
期
間
が
あ

る
人
は
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
の
加
人
期
間
が
合
わ
せ
て
、

最
低
2
5
年
以
上
な
い
人
は
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
人
に
は
、

6
0
歳
か
ら
6
5
歳
に
な
る
ま
で
任
意

に
加
入
を
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
で
、
よ
り
満
額
に
近
い
年
金

を
受
け
た
り
、
年
金
を
受
け
る
資

格
を
付
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
任
意
加
入
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
6
0
歳
か
ら
6
5
歳
ま
で
年
金

保
険
料
を
納
め
て
も
ま
だ
年
金
を

受
け
る
た
め
の
期
間
が
不
足
す
る

人
は
、
さ
ら
に
7
0
歳
ま
で
任
意
に

加
人
し
、
年
金
を
受
け
る
資
格
を

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
・
4
5
6
）
ま
で

・
か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

作
品
募
集

　

大
野
郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
か
ん
ぽ

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

応
募
資
格
小
学
校
5
・
6
年
生

　

お
よ
び
中
学
生

テ
ー
マ
？
課
題
A
・
簡
易
保
険

　

に
関
係
が
あ
る
も
の
▼
課
題

　

B
・
出
会
い
（
人
や
物
な
ど
心

　

に
残
る
出
会
い
）
？
自
由
題
・

　

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
、
思

　

っ
て
い
る
こ
と
、
感
動
し
た
こ

　

と
な
ど

応
募
規
定
4
0
0
字
詰
め
原
稿

　

用
紙
3
～
5
枚

締
め
切
り
6
月
3
0
日
⑧

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
大
野
郵

　

便
局
保
険
課
（
豊
6
6
・
3
1
0

　

0
）
ま
で

・
サ
マ
ー
求
人
企
業
説
明
会

　

来
年
卒
業
の
高
校
生
の
保
護
者

や
大
学
・
専
修
学
校
生
な
ど
を
対

象
と
し
て
、
企
業
の
説
明
会
・
面

接
会
を
開
き
ま
す
。
現
在
職
を
探

し
て
い
る
人
も
ど
う
ぞ
。
説
明
会

へ
の
参
加
企
業
も
募
集
し
ま
す
。

日
時
7
月
6
日
2
午
前
9
時
3
0

　

分
～
正
午

場
所
大
野
市
農
協
会
館

企
業
参
加
の
締
め
切
り
6
月
1
3

　

日
②

問
い
合
わ
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

大
野
（
容
6
6
・
2
4
0
8
）
ま

　

で

人権擁護委員制度をご存じですか

　

6月1日は、人権擁護委員法が施行された日です。

　

いじめ、体罰、不登校、近親者による虐待などの子供をめぐる人

権問題が大きな社会問題になっています。これらの人権問題の解決

のためには、家庭や学校、地域社会などさまざまな場で思いやりの

心と生命の大切さをはぐくむ幅広い人権教育を行うことが必要で

す。全国人権擁護委員連合会では、「子どもの人権を守ろう一育て

よう思いやりの心－」を啓発活動重点目標に掲げ、積極的な啓発活

動を展開しています。

　

次の人権擁護委員に気軽に相談ください。相談は無料で、秘密は

守られます。

多田正則伏石16一6容67・1491

広瀬敏子元町1一11a66・2322

安川昭一下舌17－22容66・4641

松田まつ枝要町1一14容66・0823

土本丈子中野7一1a66・3706（敬称略）

問い合わせ先大野人権擁護委員協議会

　　　

（福井地方法務局大野支局内豊66－2249）まで
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優
勝
し
た
時
の
釣
り
竿

　
　
　

奥
村
誠
一
さ
ん
（
天
神
町
）

　

天
神
町
の
奥
村
誠
一
さ
ん
（
4
9
歳
）
の
宝

は
、
長
年
愛
用
し
て
い
る
鮎
釣
り
竿
（
ざ
お
）

で
す
。
鮎
釣
り
を
始
め
て
か
ら
初
め
て
大
会

に
参
加
し
、
優
勝
し
た
時
に
使
用
し
て
い
た

物
で
、
思
い
出
の
竿
で
す
。

　

奥
村
さ
ん
が
鮎
釣
り
を
始
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
で
、
最
初

は
な
か
な
か
上
手
に
な
ら
ず
、
五
年
目
く
ら

い
か
ら
や
っ
と
釣
り
の
手
応
え
を
つ
か
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
年
に

釣
り
仲
間
に
誘
わ
れ
て
、
初
め
て
大
会
に
参

加
し
た
と
こ
ろ
優
勝
し
、
そ
れ
以
来
釣
り
に

自
信
が
付
き
、
大
会
参
加
の
と
り
こ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
大
会
は
、
九

頭
竜
川
で
行
わ
れ
た
北
陸
地
区
で
の
大
会
で

釣
果
は
、
二
十
九
匹
。
優
勝
に
よ
り
、
次
の

年
岐
阜
県
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
に
も
出
場

で
き
ま
し
た
。
鮎
釣
り
は
他
の
釣
り
と
違
い
、

「
友
釣
り
」
と
い
う
お
と
り
鮎
を
使
う
釣
り

な
の
で
奥
深
さ
が
あ
り
、
ま
た
、
流
れ
の
早

い
瀬
や
遅
い
場
所
で
の
釣
り
方
な
ど
、
様
々

な
技
術
が
必
要
で
、
こ
れ
が
一
つ
の
魅
力
な

の
だ
そ
う
で
す
。

　

奥
村
さ
ん
は
現
在
、
「
真
名
川
匠
会
」
の

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
単
に

釣
り
仲
間
の
会
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
河

川
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ご
み
な
ど
も
持
ち
帰

っ
た
り
し
て
、
河
川
環
境
の
美
化
に
協
力
す

る
と
い
う
目
的
も
持
っ
て
い
ま
す
。
会
員
ら

は
、
日
本
一
の
鮎
放
流
量
の
福
井
県
、
そ
の

奥
越
の
清
流
で
釣
り
を
す
る
楽
し
さ
を
い
つ

ま
で
も
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

「
河
川
敷
に
産
業
廃
棄
物
な
ど
が
捨
て
て

あ
る
と
悲
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
釣

り
を
す
る
人
は
、
弁
当
の
ご
み
な
ど
は
必
ず

持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
奥
村
さ
ん
は
、

真
摯
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

5月1日現在 前月比

世帯数 11，530世帯 11世帯

人口 41，212人 △42人

内訳
男 19，738人 △16人

女 21，474人 △26人

4月中の異動
転人 90人 出生 26人

転出 113人 死亡 45人

市内の交通事故状況（9ヵヽ69）

件数内訳
平成9年

4月末

平成8年

4月末
比較

総件数 215件 187件 28件

人
身

事
故

件数 49件 40件 9件

死者 2人 O人 2人

傷者 72人 54人 18人

物損事故 166件 147件 19件

表
紙
の
こ
と
ば

　

手
話
で
お
し
ゃ
べ
り
し
て
み

よ
う
I
。
南
部
児
童
セ
ン
タ
ー

で
は
、
子
供
た
ち
を
対
象
に
手

話
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
福
祉
の
心
を
育

て
よ
う
と
、
昨
年
か
ら
行
つ
て

い
ま
す
。
五
十
音
の
手
の
形
な

ど
が
書
か
れ
た
教
科
書
を
参
考

に
、
小
さ
な
手
で
一
生
懸
命
に

心
を
伝
え
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

六
月
－
日
は
衣
替
え
で
す
。

町
を
行
く
学
生
た
ち
の
制
服
も

I
変
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で
最
近

気
に
な
る
の
が
、
学
生
の
自
転

車
乗
車
マ
ナ
ー
の
悪
さ
。
傘
差

し
運
転
や
並
列
走
行
は
当
た
り

前
、
集
団
で
右
側
通
行
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。
安
全
な
道
路

を
整
備
し
な
い
行
政
が
悪
い
の

か
、
そ
れ
と
も
・
・
・
。

／1氏見i！1

　

先
程
四
ヵ
月
余
に
わ

た
っ
た
ペ
ル
ー
の
日
本

大
使
公
邸
人
質
事
件
は
。

一
挙
強
行
策
解
決
し
た
。

平
和
に
慣
れ
す
ぎ
の
感

が
あ
る
わ
が
国
に
と
つ

て
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
事
件
で
、
あ
ら
た
め
て
危

機
管
理
が
問
題
化
し
た
▼
と
こ
ろ
で
某
新
聞
に

連
載
中
の
「
蓑
虫
た
ち
の
旗
」
は
郷
土
出
身
の

作
家
・
井
之
部
康
之
さ
ん
の
小
説
で
あ
る
。
明

治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
起
こ
っ
た
越
前
大
野

一
揆
が
素
材
で
、
こ
の
地
が
舞
台
で
あ
る
だ
け

に
興
趣
尽
き
な
い
。
こ
の
一
揆
の
暴
動
に
よ
る

犠
牲
も
多
く
出
た
▼
大
野
も
近
世
初
期
ま
で
戦

乱
が
続
い
た
。
江
戸
藩
政
期
に
一
時
小
康
だ
っ

た
の
を
除
い
て
、
幕
末
維
新
期
も
水
戸
浪
士
騒

動
か
ら
先
の
一
揆
ま
で
、
長
い
間
絶
え
ず
争
乱

の
渦
中
に
あ
っ
た
。
し
て
み
る
と
、
た
か
だ
か

百
年
ば
か
り
前
ま
で
は
何
の
こ
と
は
な
い
、
安

穏
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
明
治
以
降
も
そ

の
ほ
か
近
く
は
、
北
美
濃
地
震
や
西
谷
風
水
害
、

下
打
波
大
火
に
五
六
豪
雪
な
ど
多
く
の
災
害
が

地
域
の
発
展
を
妨
げ
て
き
た
？
こ
れ
ら
は
、
直

接
生
死
に
か
か
わ
る
災
難
だ
か
ら
の
っ
ぴ
き
な

ら
な
い
が
、
リ
ス
ク
と
は
何
も
そ
れ
ば
か
り
で

は
な
い
。
物
騒
で
は
な
い
に
し
て
も
一
方
、
平

静
の
中
に
も
経
済
や
文
化
サ
イ
ド
に
も
そ
れ
は

あ
る
。
間
接
的
だ
が
、
日
常
生
活
へ
の
影
響
格

差
は
大
き
い
▼
大
野
は
〃
静
か
で
住
み
よ
い
所
’

と
い
わ
れ
て
い
る
。
豊
か
さ
指
標
で
も
暮
ら
し

や
す
い
土
地
柄
だ
。
そ
れ
は
平
穏
な
の
に
越
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
安
閑
と
浸
っ

て
い
る
う
ち
、
沈
滞
し
た
中
で
地
域
差
は
広
が

る
も
の
・
・
・
。
常
に
マ
ク
ロ
な
危
機
意
識
を

持
つ
こ
と
が
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
つ
な
が
る

は
ず
。
（
M
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
・
－
1
1
1
）
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